








研究目的

　遺伝性代謝障害の診断には,従来主として血液,尿などが使用されていたが,

近年は臓器,もしくは皮虜より採取した線維芽細胞が,多くの疾患において使用

されている。

　かくして採取の比較的容易な線維芽細胞は,先天性代謝異常症および染色体

異常症の診断に重要な役割を果すようになった。


